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相談しましょ、そうしましょ！
新嘗祭　献穀田御抜穂式
【トピックス】みんなの笑顔で広報野々市の表紙を飾ろう！
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平成 28年 10月１日から

地域包括支援センター
が変わります

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
は
？

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
支
援
を
行
う

の
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
こ

れ
ま
で
は
市
役
所
に
１
カ
所
窓
口
を
設
け

て
い
ま
し
た
が
、
10
月
１
日
か
ら
は
市
内

３
カ
所
に
新
し
く
窓
口
を
増
や
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
場
所
で

暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
主
任
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）、
社
会
福
祉
士
、
保

健
師
ま
た
は
看
護
師
な
ど
の
専
門
相
談
員

が
介
護
、
福
祉
、
医
療
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
か
ら
総
合
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
地
域
で
の
困
り
ご
と
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
解
決
し
て
い
き

ま
す
。

ど
ん
な
相
談
に
の
っ
て

く
れ
る
の
？

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
よ
う
な
相
談
・

支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
介
護
・
福
祉
・

　

医
療
に
関
す
る
こ
と
の
相
談

◆
高
齢
者
の
元
気
（
介
護
予
防
）
へ
の
取

　

り
組
み
支
援

◆
高
齢
者
の
権
利
を
守
る
支
援

◆
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

　

な
機
関
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
高
齢

　

者
を
支
援

◆
要
支
援
１・
２
の
人
へ
、
適
切
な
介
護

　

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
調
整

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
お
住

ま
い
の
地
区
の
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　市地域包括支援セン
ター（市役所内）は今後、
市内全域をサポートす
べく、各センターの統
括を行います。
※９月 30 日をもって、
地域相談センターは閉
鎖しました

そ
う
し
ま
し
ょ
！

そ
う
し
ま
し
ょ
！

そ
う
し
ま
し
ょ
！

そ
う
し
ま
し
ょ
！

相
談 
し
ま
し
ょ
、

身
の
回
り
の
こ
と
に
不

安
が
出
て
き
た
な
ぁ
。

最
近
も
の
忘
れ
も
す
る
し
…
。

高
齢
者
が
集
ま
る
場
所

に
行
き
た
い
。
認
知
症

の
勉
強
会
も
し
た
い
！

高
齢
者
の
施
設
の
こ
と

に
つ
い
て
知
り
た
い
わ
。

今
後
の
財
産
管
理
も
誰
か
に
頼

め
た
ら
嬉
し
い
ん
だ
け
ど
。

セ
ン
タ
ー
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
を
受
け
、
必

要
な
場
合
は
介
護
予
防
事
業
、

介
護
保
険
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
！

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

た
と
え
ば
こ
ん
な
相
談
！

։ઃؒ࣌

͍ͣΕ΋݄ʙ༵ۚ೔
࣌લ̔ޕ ��෼ʙޙޕ ࣌� 1�෼
౔ɾ೔ɾॕɺ೥຤೥࢝͸͓ٳΈ
ͷ࿈བྷ͸࣌ٸۓ ͢·ରԠؒ࣌͠��

相談した
い時は、お住まいの地区のセンターへ！

　住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう
に、身近な相談窓口として開設しました。地域の
つながりや課題を、自由な語りを通して教えても
らえたらと思います。

所在地　新庄二丁目 14 番地
　　　　（グループホームあんのん内）
ὸ���� ʵ ����

　本町地区地域包括支援センターで仕事をさせて
もらうことになりました。ベテラン（⁉）とフレッ
シュのチームです。１日でも早く皆さんの役に立
てるように、笑顔で頑張っていきたいと思います
ので、よろしくお願いします。

所在地ɹ菅原町１番 13 号
ὸ���� ʵ ����

　平成 12 年より地域相談センターとして、皆さん
から寄せられた多くの相談を受けてきました。今
後はそのつながりを大切にしながら、さらに地域
の充実した相談窓口として、スタッフ一同頑張っ
ていきます。

所在地ɹ蓮花寺町１番地１（金沢南ケアセンター内）
ὸ���� ʵ ����

෋Ԟ஍۠஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔ

ຊொ஍۠஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔڷɾԡ໺஍۠஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔ

郷・押野地区
地域包括支援センター

本町地区
地域包括支援センター

富奥地区
地域包括支援センター

市役所内
野々市市地域包括支援センター

　センターの担当地区
は本町地区、富奥地区、
郷・押野地区の３つに
分かれています。相談
したい時は自分の住ん
でいる地区のセンター
へ連絡してください。
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献
穀
田
御
抜
穂
式

平成 28年度

新嘗祭

　

９
月
17
日
㈯
、
藤
平
田
一
丁
目
に
あ

る
千
田
努
さ
ん
の
水
田
に
て
、
平
成
28

年
度 

新
嘗
祭 

献
穀
田
御
抜
穂
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
谷
本
県

知
事
や
粟
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
約
70

人
が
参
列
し
、
式
典
終
了
後
に
は
直
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
嘗
祭
と
は
毎
年
11
月
23
日
、
天
皇

が
新
米
を
天
地
の
神
に
供
え
、
収
穫
に

感
謝
し
て
食
す
る
宮
中
行
事
で
す
。
そ

の
米
を
育
て
る
「
献
穀
田
」
が
今
年
、

20
年
ぶ
り
に
野
々
市
か
ら
選
ば
れ
、
５

月
末
に
御
田
植
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

広報写真アルバム
２次元バーコード

　

そ
し
て
今
回
は
、
田
植
え
以
来
千

田
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
大
切
に
育
て

ら
れ
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
収
穫
。
御
田
植
式
で
早
乙
女
を

務
め
た
10
人
の
中
学
生
が
今
度
は

刈か

り

め
乙
女
と
な
り
、
稲
を
丁
寧
に
１
本

ず
つ
手
で
抜
き
取
り
ま
し
た
。
千
田

さ
ん
は
「
今
年
は
梅
雨
の
小
雨
と
７

月
の
高
温
が
続
い
た
年
で
あ
り
ま
し

た
が
、
稲
は
順
調
に
生
育
し
、
実
り

の
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
収
穫
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た
米
の
う
ち
５
合
分
が

10
月
下
旬
、
皇
居
に
て
行
わ
れ
る
献

納
式
で
千
田
さ
ん
か
ら
天
皇
、
皇
后

両
陛
下
へ
と
献
上
さ
れ
る
予
定
で
す
。

写真で振り返る

市総合防災訓練
2016

　８月 21 日㈰に全市民（全町内会）を対象とした市総合防災
訓練が行われ、関係機関を含め約５千人が参加しました。
　今年の重点項目は、安否確認と避難行動要支援者の支援。市
民は午前８時の緊急地震速報を合図に、町内会ごとに定められ
た一時的避難場所へ避難しました。そこで避難状況を把握し、
所在が不明の世帯を対象に、家を見に行くなどして安否を確認。
さらに多くの町内会では消火訓練、炊き出し訓練、発電機試運
転などの個別訓練も実施しました。
　一時的避難場所での活動終了後は、市内 10 カ所の拠点避難
所へ集団避難。救急救命訓練や段ボールベッド組立訓練などを
行い、災害時の行動を学びました。いざという時に正しい行動
ができるよう、今回の経験を忘れないでおきましょう。❶

訓練は５カ年計画（平成
26 年度～ 30 年度）で実
施。今回の訓練での成果
や課題を検証し、今後の
活動に活かしていきます。

①リヤカー組み立ておよび負傷者搬送訓練　②段ボールベッドや間仕切りの
組み立て訓練　③ AED（自動体外式除細動器）の取り扱い訓練　④発電機
の試運転　⑤救急救命訓練　⑥腕を骨折した場合の応急手当訓練　⑦炊き出
し訓練

❷

❸

❹

❺

❻ ❼
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一
般
の
部

◇
市
長
賞　

広
川
美
知
子
（
日
本
画
）

　

「
マ
ー
君
の
雛
祭
り
」

◇
市
議
会
議
長
賞

　

塩
浦
孝
郎
（
洋
画
）

◇
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　

塚
本
松
男
（
写
真
）

◇
市
文
化
協
会
長
賞

　

島
村
外
美
栄
（
工
芸
）

◇
市
美
術
文
化
協
会
長
賞

　

白
井
裕
美
子
（
書
）

◇
北
國
新
聞
社
長
賞

　

中
藪
孝
志
（
写
真
）

◇
野
々
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

　

吉
井
京
子
（
写
真
）

◇
野
々
市
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

　

前
畑
信
雄
（
工
芸
）

◇
北
國
新
聞
社
奨
励
賞

　

 

坂
本
長
松
（
日
本
画
）、
福
島
登
美

子
（
洋
画
）、
髙
桑
奈
美
（
書
）、

下
浦
勝
義（
写
真
）、中
村
春
男（
彫

刻
）

◇
佳
作

　

 

小
西
ひ
ろ
み
（
日
本
画
）、
不
破
三

郎
（
洋
画
）、
丸
村
金
次
（
書
）、

吉
田
正
則（
写
真
）、日
下
弘
吉（
工

芸
）

　

協
会
員
の
部

◇
市
美
術
文
化
協
会
員
奨
励
賞

　

 

宮
島
時
子
（
日
本
画
）、
村
上
洋
支

（
洋
画
）、
押
田
暁
雪
（
書
）、
山
田

洋
子
（
写
真
）、多
田
幸
史
（
工
芸
）

　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

◇
金
賞

　

 

三
井
里
佳
子
、
田
中
皓
貴
、
新
町

亮
稀
、
東
藤
大
河

◇
銀
賞

　

岩
井
法
子
、
垣
内
奏
希
、
見
神
隆

　

之
介
、
水
上
琉
那
、
垣
内
創
太
、
　

　

松
原
真
由
実
、
田
中
悠
椰
、
濱
田

　

徠
心

◇
銅
賞

　

 

西
藤
夏
海
、
川
久
保 

晴
、
三
納
理

紗
子
、
高
橋
歩
佳
、
高
見
真
琉
子
、

木
下
理
香
子
、武
田
惟
、西
川
大
思
、

西
村
吏
司
、
深
江
文

ɹୈ̑ճ市ඒज़ల
　

９
月
４
日
㈰
か
ら
11
日
㈰
ま
で
、
情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア
で
市
美
術
展
が
開
か
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
市
の
美
術
家
た
ち
が
丹
精
込
め
て
作
り
上
げ
た
１
６
３
点
と
市
美

術
文
化
協
会
が
各
小
学
校
で
開
催
し
た
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
の
作
品
54
点
が
並
び
、
来
場

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
）

入賞者の皆さん
おめでとうございます !!

　

市
敬
老
会
が
、
９
月
19
日
（
月
・
祝
）

に
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
75
歳
以
上
の
４
１
０
６
人

が
対
象
で
、
そ
の
う
ち
２
４
７
４
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
粟
市
長
が
「
皆
さ
ん
が
こ
れ

か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
も
、
こ
こ
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
実
感
し
、
ま
た
感
動
で
き
る
よ
う

な
事
業
や
催
し
を
考
え
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
応
え
て
、
午
前
の
本
町
・
押

野
地
区
の
部
で
は
黒
保
悦
子
さ
ん
が
、

午
後
の
富
奥
・
郷
地
区
の
部
で
は
吉
川

明
彦
さ
ん
が
「
知
恵
や
経
験
を
若
い
世

代
に
伝
え
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
い
つ
ま
で

も
日
々
新
た
な
気
持
ち
と
生
き
が
い
を

も
っ
て
暮
ら
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
御
供
田
幸
子
シ
ョ
ー
や

保
育
園
児
の
発
表
な
ど
も
行
わ
れ
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　市では 9 月 1 日現在で米寿
（88 歳）と白寿（99 歳）の人へ、
民生委員・児童委員を通じて
敬老福祉金を贈呈しています。
そのうち米寿・白寿を代表し
て髙橋さんを市長が訪ね、花
束などを届けました。
　髙橋さんの好物は和菓子で、
趣味は彫刻や油絵、畑仕事な
ど。「市長さんに元気をもらえ
たので、これからも頑張りま
す」と話してくれました。

　なお、100 歳以上の人には
誕生日後に市から敬老福祉金
を贈呈しています。

ถणͷਓ΁�௕णͷ͓ॕ͍

髙橋　豊さん（押野４）

市敬老会
ɹࢢ಺のੜֶ֔शࢪઃ΍ͦ͜Λڌ఺ʹ׆ಈすΔஂମͳͲΛ঺հすΔੜֶ֔श৘ใのୈ 11஄ɻ
ɾαークϧΛ঺հ͠ますɻۀࣄ͸̏ͭのެຽؗの݄ࠓ

学びの絆で地域力を高める
/P���

野
々
市
公
民
館

本
町
２
丁
目
１
番
��
号

☎
２
４
８

−

０
５
２
１

富
奥
公
民
館中林５

丁
目
３
番
地
��

☎
２
４
８

−
０
８
２
８

押
野
公
民
館押野３

丁
目
��
番
地

☎
２
４
８

−

２
８
３
９

　

日
本
の
伝
統
芸
能
「
能
」
中
村
清
先
生
を
指

導
者
に
招
き
、「
加
賀
宝
生
流
の
謡
曲
・
仕
舞
」

を
学
び
・
発
表
し
・
楽
し
む
会
で
す
。
県
立
能

楽
堂
や
マ
ナ
ビ
ィ
フ
ェ
ス
タ
で
の
謡
曲
発
表
を

目
標
に
、
世
阿
弥
の
能
の
素
晴
ら
し
さ
の
醍
醐

味
を
味
わ
い
な
が
ら
研
鑽
を
積
み
、
新
年
に
布

市
神
社
へ
の
奉
納
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
親
睦

を
深
め
る
懇
親
会
や
新
年
会
も
楽
し
い
で
す
。

お
祝
い
の
席
で
謡
っ
た
り
す
る
と
大
変
喜
ば
れ

ま
す
。
足
腰
の
鍛
錬
と
、
呼
吸
を
整
え
大
き
な

声
を
出
し
、
頭
を
使
う
こ
と
が
健
康
に
と
て
も

良
い
で
す
。

　

現
在
会
員
は
女
性
５
人
、
男
性
６
人
の
11
人

で
す
。

★
謡
曲
サ
ー
ク
ル

　

『
押
野
地
区
の
歴
史
、
文
化
を
探
る
』
と
題

し
た
会
を
設
け
、
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
立

ち
上
げ
た
時
は
、
ま
さ
に
手
探
り
状
態
。
ま
ず

は
お
膝
元
の
押
野
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

郷
土
史
に
詳
し
い
中
薮
俊
博
さ
ん
を
は
じ
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
里
ま
ち
倶
楽
部
に
も
参

加
し
て
も
ら
い
、
今
回
は
守
護
富
樫
氏
の
末
裔

で
あ
る
「
後
藤
家
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し

た
。
学
習
会
・
勉
強
会
へ
の
参
加
、
地
域
住
民

参
加
の
町
内
散
策
な
ど
、
内
容
の
濃
い
企
画
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
秋
に
は
、
後
藤
家
の
特
筆

す
べ
き
業
績
の
一
つ
で
あ
る
長
坂
用
水
（
金
沢

市
内
）
遺
跡
巡
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
歴
史
、
文
化
を
学
習
す
る
こ
と
で
ふ

る
さ
と
「
押
野
地
区
」
を
考
え
、
次
世
代
へ
伝

え
る
機
会
に
な
る
よ
う
な
活
動
を
企
画
し
て
い

き
ま
す
！

★
わ
ァ
ー
ッ

お
ら
が
所
在
の
発
見
！�
…
★

　

「
自
彊
術
」
？
こ
れ
な
ん
て
読
む
ん
で
す
か
？

か
ら
始
ま
る
教
室
紹
介
！

　

「
ジ
キ
ョ
ウ
ジ
ュ
ツ
」
忍
術
の
よ
う
で
す
が
、

今
年
で
生
誕
１
０
０
年
を
迎
え
る
、
ラ
ジ
オ
体

操
の
も
と
に
な
っ
た
と
も
聞
い
て
い
る
体
操
で

す
。
人
間
の
体
に
は
約
２
３
９
の
可
動
関
節
が

あ
る
そ
う
で
す
が
、
自
彊
術
の
体
操
を
１
回
や

る
と
そ
の
関
節
を
約
１
万
６
８
０
０
回
動
か
す

そ
う
で
す
。

　

若
い
人
か
ら
年
配
の
人
ま
で
、
誰
で
も
畳
１

枚
分
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
で
き
ま
す
。
体

操
を
覚
え
て
ぜ
ひ
家
庭
で
も
や
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
肩
こ
り
、
腰
痛
、
高
血
圧
な
ど
、
万
病

克
服
の
治
療
法
が
土
台
に
な
っ
て
い
る
体
操
で

す
。
一
緒
に
始
め
ま
せ
ん
か
？

★
自
彊
術
体
操
サ
ー
ク
ル

ʲެຽؗϒϩάΛ΍͍ͬͯます！ʳ
�֤ެຽؗでのΠϕント৘ใ΍、׆ಈの༷ࢠΛਵൃ࣌৴த！！ɹ HP ��IUUQT���LPVNJOLBO�XPSEQSFTT�DPN�

自彊術体操サークル
【活動日】
毎月第１・３・４水曜日

午前９時 30 分～ 11 時
毎月第２木曜日　午後２時～３時 30 分

【会　費】３千円 / 月
【連絡先】代表 村内　☎ 248－4085

謡曲サークル
【活動日】
毎月第１・２・３火曜日

午後７時 30 分～９時 30 分
【会　費】３千円 / 月（仕舞は 500 円増）
【連絡先】代表 藤　☎ 248 － 7181
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１
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

８
月
分
入
札

■
押
野
横
川
線
道
路
改
良
工
事��

第
１
工
区

予
定
価
格　

２
０
２
５
万
円

落
札
価
格　

１
９
２
２
万
４
千
円

落
札
者　

㈱
野
々
市
工
建

■
押
野
横
川
線
道
路
改
良
工
事��

第
２
工
区

予
定
価
格　

２
５
３
８
万
円

落
札
価
格　

２
４
０
８
万
４
千
円

落
札
者　

㈱
河
合
組

■�（
街
路
）四
十
万
安
養
寺
線
外
１
路
線
整

備
事
業　

橋
梁
下
部
工
（
Ａ
１
）
築
造

工
事

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
ふ
る
さ
と
納
税
へ

▽
井
戸
谷　

信
男
様
か
ら 

５
万
円

■
市
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
御
経
塚
町
内
会
様
か
ら

 

１
万
２
５
０
０
円

▽
直
喜　

節
子
様
か
ら 
５
千
円

予
定
価
格　

１
７
３
８
万
８
千
円

落
札
価
格　

１
６
４
７
万
円

落
札
者　

み
の
り
建
設
㈱

■�（
街
路
）四
十
万
安
養
寺
線
外
１
路
線
整

備
事
業　

街
路
築
造
工
事　

第
１
工
区

予
定
価
格　

１
６
０
９
万
２
千
円

落
札
価
格　

１
５
３
３
万
６
千
円

落
札
者　

㈱
オ
ク
タ
カ
工
業

■�（
街
路
）四
十
万
安
養
寺
線
外
１
路
線
整

備
事
業　

街
路
築
造
工
事　

第
２
工
区

予
定
価
格　

１
１
７
２
万
８
８
０
０
円

落
札
価
格　

１
１
２
３
万
２
千
円

落
札
者　

㈱
下
川
組

■�

公
共
下
水
道
事
業　

汚
水
管
布
設
工
事

二
日
市
第
一
処
理
分
区　

第
1�
工
区

予
定
価
格　

１
４
２
２
万
３
６
０
０
円

落
札
価
格　

１
３
５
０
万
円

落
札
者　

津
村
土
建
㈱

■�

公
共
下
水
道
事
業　

汚
水
管
布
設
工
事

押
越
処
理
分
区　

第
��
工
区

予
定
価
格　

１
４
８
５
万
円

落
札
価
格　

１
４
０
４
万
円

落
札
者　

㈱
河
合
組

■�

下
林
清
金
線
舗
装
工
事　

第
２
工
区

予
定
価
格　

１
９
９
８
万
円

落
札
価
格　

１
８
６
８
万
４
千
円

落
札
者　

有
宏
建
設
㈱

■�
都
市
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業　

野
々

市
中
央
公
園　

園
路
舗
装
工
事　

第
２

工
区

予
定
価
格　

１
８
２
３
万
４
０
０
円

落
札
価
格　

１
７
２
６
万
９
２
０
０
円

落
札
者　

北
川
ヒ
ュ
ー
テ
ッ
ク
㈱

■�

都
市
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業　

野
々

入
札
結
果

ご 
寄 

附

市
中
央
公
園　

園
路
舗
装
工
事　

第
３

工
区

予
定
価
格　

１
８
５
０
万
４
０
０
円

落
札
価
格　

１
７
４
６
万
３
６
０
０
円

落
札
者　

沢
田
工
業
㈱

■�

公
共
下
水
道
事
業　

道
路
舗
装
復
旧
工

事　

押
越
処
理
分
区　

第
�1
工
区

予
定
価
格　

１
８
６
８
万
４
千
円

落
札
価
格　

１
７
４
７
万
４
４
０
０
円

落
札
者　

沢
田
工
業
㈱

■�

都
市
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業　

野
々

市
中
央
公
園
植
栽
工
事　

第
４
工
区

予
定
価
格　

１
７
８
２
万
円

落
札
価
格　

１
６
９
０
万
２
千
円

落
札
者　

㈲
谷
造
園

■�

都
市
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業　

野
々

市
中
央
公
園
植
栽
工
事　

第
５
工
区

予
定
価
格　

１
１
０
８
万
８
０
０
円

落
札
価
格　

１
０
５
２
万
６
７
６
０
円

落
札
者　

㈱
ア
ル
フ
ァ
ー
グ
リ
ー
ン

■�

都
市
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業　

野
々

市
中
央
公
園
植
栽
工
事　

第
６
工
区

予
定
価
格　

１
３
１
５
万
４
４
０
０
円

落
札
価
格　

１
２
４
９
万
５
６
０
０
円

落
札
者　

㈲
沢
村
造
園

■�

��

−

��　

第
1�
号
水
源
さ
く
井
工
事

予
定
価
格　

２
７
８
４
万
２
４
０
０
円

落
札
価
格　

２
６
３
５
万
２
千
円

落
札
者　

㈱
カ
ナ
イ
ワ

■�

平
成
��
年
度
野
々
市
市
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

強
化
機
器
等
導
入
事
業

予
定
価
格　

３
９
９
６
万
円

落
札
価
格　

３
６
７
２
万
円

落
札
者　

西
日
本
電
信
電
話
㈱

ʬฏ੒ ��೥౓໺ʑࢢࢢ༏ྑݐઃࣄ޻දজʭ
ඃදজऀۀ　有限会社石原建設工業
扇が丘中央線整備事業（街路）　　　໊ࣄ޻
　　　　　　街路築造工事　第２工区
ඃදজऀۀ　株式会社河合組
第３コミュニティ消防防災センター　　　໊ࣄ޻
　　　　　　新築工事
ඃදজऀۀ　株式会社アルファーグリーン
北西部公園整備事業　張芝工事　　　໊ࣄ޻
　　　　　　第３工区
ඃදজऀۀ　川畑工業所
南部配水区配水管更新　18-27　　　໊ࣄ޻
　　　　　　（耐震化）工事　第３工区

　８月 31 日㈬、市内
建設業者の施工技術の
向上および育成を図る
ため、市が発注して平
成 27 年度に完成した
建設工事のうち、優秀
な成績で施工した業者
を表彰しました。

市༏ྑݐઃࣄ޻Λදজ͠·ͨ͠
⑱地域

の底力シリーズ

ʪ໰͍߹Θͤʫ
஍Ҭแׅࢧԉηンλー
ʢࢢ໾ॴ̍֊ʣ
ὸ���ʵ����

『ののいちケアサポーター』
養成研修を始めます！

　これからの野々市市には地域のあらゆる力が必要になってきます。この研
修を受講して、皆さんも「ののいちケアサポーター」として活動しましょう。

　市が実施する養成研修を受けて
介護保険のヘルパー事業所やデイサービス事業所で
活動してみませんか？！

　高齢者の家に出向いて「掃除」「買い物」「調
理」、デイサービスにおいて「見守り」など
の支援を行う人です。
　自分の空いた時間に活動できるのが魅力
的です。

　超高齢化社会を見すえて、いろいろな人たちが介護の知識を
持ち、地域全体で高齢者を支えていく仕組みが必要となってき
ます。そのために、養成研修を実施し、少しでも多くの人に支
える担い手になってもらうことが必要です。

11月16日㈬
11月17日㈭
9:00～15:30

情報交流館カメリア

ケアサポーターって
何をする人なの？

どうしてサポーター
が必要なの？

研修の日時・
内容は？ テーマ

１ オリエンテーション
２ 尊厳保持および自立支援
３ 認知症の理解
４ 介護保険制度の理解
５ 高齢者の理解と家族の支援
６ リスクマネジメント、緊急対応
７ コミュニケーション、訪問マナー
8 家事援助の方法

ʲਃ͠ࠐΈ・໰͍߹Θͤʳ
ਃํࠐ๏　氏名・生年月日・性別・住所・電話番号をお知らせください
ਃࠐక੾　11 月 9 日㈬まで

 　介護長寿課　☎ ��� ʵ ����

日 時

場 所
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「こころも、からだも、
げんきっ子」

広
告
欄

野々市検定
新しい発見があるかも！？野々市のことをどれくらい知っていますか？

正解は

ページ

第
１
問

第
３
問

10 月１日から、地域包括支援センターが変わります！
相談したい時はどこに連絡すればいい？
"ɹࢢ໾ॴɹɹ#ɹ͓ॅ·͍ͷ஍Ҭʹ͋Δηϯλʔ
$ɹެຽؗɹɹ%ɹͷͬςΟͷπΠολʔʹॻ͖ࠐΉ

第
２
問

野々市で今年 20 年ぶりに選出された、新嘗祭献穀田。
その田んぼがあるのはどこ？
"ɹਗ਼ۚɹɹɹ#ɹ຤দ
$ɹ౻ฏాɹɹ%ɹ্ྛ

警
察
官
に
な
り
た
い

北
井 

智
裕
く
ん   

御
園
小
学
校
１
年
生

雑
貨
屋
さ
ん
に
な
り
た
い

渋
谷 

こ
は
る
さ
ん   

館
野
小
学
校
３
年
生
生

66 ��

U R L   http://.www.tensyoukaku.co.jp

豊富な経験をもとに社葬から小規模葬、

家族葬まであらゆるご葬儀に対応します。

野々市市矢作２丁目111番地  電話(076)294-4141

フューネラルホール

野々市

ＪＡ指定ホール

フューネラル倶楽部
会員募集中

『もしも』の時の安心と信頼

来月号の広報の表紙は、市民の皆さんが撮影した写真を集
めて作ります！募集写真のテーマは？
"ɹসإɹɹɹ#ɹ఻౷
$ɹѪɹɹɹɹ%ɹՈ଒

ΤンδΣϧอҭԂ
　食への興味・関心を大切にしたいという思いから、
エンジェル保育園では食に関わる活動を取り入れてい
ます。見て、嗅いで、音を聞いて、触って、味見して、
料理を作って味わう。五感で体感しながら「わくわく」

「やってみたい」「できた」と、いろいろな気持ちを感じ
ています。春には野菜の苗植えや、イチゴ狩り体験が
始まります。自然の恵みにいのちの大切さを感じ、食
べることはいのちをいただくことだと知ります。大切な
いのちをいただいて作られている自分の身体を、大事
にしようという気持ちを持ってほしいと考えています。
　年長児は、秋には祖父母と一緒に「笹寿司」を作り

ます。古くから生活の知恵や工夫が積み重ねられてき
た食を体験し、地域の食文化を継承していきたいと思っ
ています。さらには、「あかまま」クッキングに挑戦。
稲荷地区でお祭りの時に食べられてきた「あかまま」と、
子どもたちが考えたメニューを、保護者の皆さんに味
わってもらいます。大好きな人の為にメニューを考え、
買い物に行き、作って味わってもらう体験を通して、一
段とたくましく見える子どもたちの顔は、自信にあふ
れています。今後も食文化に触れることをきっかけに、
地域への愛着を育むとともに、子どもたち一人一人が
心も体も健やかに成長していくよう願っています。

かがやく瞳

Dreamsぼくの夢、わたしの夢

　11 月 11 日、野々市は町から市になって５年の
節目を迎えます。それを記念して広報野々市 11 月
号では、まちづくりの主役である市民の皆さんか
ら写真を募り、それを組み合わせて表紙を作成し
ます。皆さんの素敵な笑顔で、５周年の野々市市
を元気に彩りましょう！
 ԠืࣸਅςーϚ　ʮসإʯ
  Ԡื৚݅　被写体の人が市在住また

は市内の事業所・学校などに通勤・
通学している人（被写体の年齢は問
いません）

 Ԡื10　ؒظ 月 13 日㈭まで
  ϑΝΠϧαΠζ　３ＭＢ以下（携帯

電話からの応募の場合、写真のサイ
ズを最大にしてください）

  Ԡืํ๏　撮影した写真（データ推
奨）に、投稿者の氏名、住所、電話番号、
被写体の氏名、野々市市や広報野々
市についての一言コメントを添えて、

秘書広報課までメールまたは郵送。（メールで応募
の場合はタイトルを「広報 11 月号表紙応募」とし
てください。写真は返却しません）
நબʢԠืଟ਺ͷ৔߹ʣ　市役所秘書広報課の厳正
なる抽選のうえ、掲載写真を選定。結果発表は広
報の発行をもってかえさせていただきます。

★注意点★
①被写体の了承を得たうえで、縦向き・アップで撮影して
ください（１枚につき被写体は１人）
②画像加工（特殊効果や文字の挿入）をした作品は掲載不可
③被写体１人につき掲載は１点限りとします
④掲載に不適切と思われる写真は掲載しない場合があります
⑤申し込みにあたり、市 HP やフェイスブック、ｉ広報紙
への掲載に同意いただけたものとします
※抽選で外れた写真も、表紙以外のページや市公式 HP、フェ
イスブックなどで紹介する可能性があります

   秘書広報課
〒 921－8510　石川県野々市市三納一丁目 1 番地
☎ 227－6056　   info@city.nonoichi.lg.jp

平成 29 年 11 月オープンに向けて、建設工事が始まりました。工事
現場には完成予想図の描かれた大きな看板も立ち、ますます開館が
待ち遠しくなりますね。

★ワクワク！新図書館情報 Vol.1 ★

● 児童向け

どんぐりをひろうには、どんな木の下を
探せばいいかな？集めたどんぐりで何を
作って遊ぼうか？どんぐりって、食べら
れるの？どんぐりのヒミツがわかるよ。

Ͳ͜Ͱ΋ͲΜ͙Γ
大滝　玲子／著
みやづ　かなえ／写真
かもがわ出版

● 一般向け

30 代以上で、いつか幸せな結婚をと夢
見ている人、結婚は年々難しくなってい
きます。婚活を勝ち抜くには真剣さが大
事。デートコースや服装など、男性にも
女性にも役立つアドバイスが充実。

·ͨձ͍ͨ͘ͳΔਓ
࠲ߨͷͨΊͷϞς׆ࠗ
大橋　清朗／著
講談社

ΈΜͳのসإで޿ใ໺ʑࢢのදࢴΛ০Ζ ！͏

�
1
� のͨΊのࣇࡀ
͓͸ͳ͠ձ
1� ݄ �� ೔ 

લޕ 1� ࣌ �� ෼から

野々市市ཱਤॻؗ 〒 921-8815　野々市市本町 2 丁目 14 番 6 号 
  ☎ 248-8099
  開館時間　10： 00 ～ 19： 00（土日は 17： 00 まで）
  休館日　毎週月・祝日

● 今月のおはなし会
と　き：10 月８日㈯、15 日㈯
 午前 11 時から
場　所：図書館１階　
 児童図書コーナー

ͷలࣔਤॻ݄ࠓ�˔
『生きる』をテーマに、図書や
絵本を集め、展示します。展示
期間中は貸出できませんので、
予約をお願いします。

公立保育園非常勤職員募集
勤 務 地：市内公立保育園
資　　格：保育士資格
勤務時間：8:30～17:15（休憩１時間）
※シフト有、7:15～19:00の間
　実働7時間45分
給　　与：月給155,800円
※最初の１カ月間は時間給994円
待　　遇：賞与、通勤手当、
　　　　　健康保険、雇用保険
勤 務 日：�週休２日制
　　　　　隔週月２回土曜日勤務

�子育て支援課　☎227－6076

　　　　　健康保険、雇用保険

広告募集中
̍ɹ࿮ɿ���ᶲʷ���ᶲ
ܝ ࡌ ྉ ɿֹ݄̎ສԁʢ੫ࠐʣ
˞̒Χ݄࿈ଓࡌܝで1�ສԁ

ʢ̍Χ݄ແྉʣ
ೖํߘ๏ɿ׬੒ߘݪ
໰͍߹Θͤ
ൿॻ޿ใ՝ʢὸ���ʵ����ʣ

  

  

  

  

  

  
⇧参考イメージ
広報きほう（三重県）

Book Review
おすすめの本

Topicsトピックス
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まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
秘書広報課（☎227−6056）

೤ઓʂҰتҰ༕ͷ౔ඨࡍ
ୈ ��ճɹ市খֶੜ૬๾େձ
　9 月３日㈯、市相撲場を舞台に小学
生相撲大会が開催され、213 人の児童
が出場しました。開会式で粟市長は、

「相撲は礼節が一番大事。礼儀を重ん
じ、日ごろの力をぶつけ合ってくださ
い」とあいさつしました。小さな力士
たちは力強くぶつかり合い、さまざま
な技を繰り出し、観客を大いに沸かせ
ました。勝負が決まると、大きなガッ
ツポーズで喜びを表現したり、人目を
はばからず悔し涙を流したりと数多く
の名勝負が生まれ、白熱した相撲大会
となりました。

ΒͷཹֶੜΛ͓΋ͯͳ͔͠ࠃ֤
ୈ ��ճ +"1"/�5&/5ɹ野々市ϓϩάϥϜ
　８月 18 日㈭～ 24 日㈬の７日間、「第 29 回 JAPAN 
TENT」が開催されました。JAPAN TENT とは、日本
各地で学ぶ留学生 300 人を石川県に招いて開催する国
際交流イベントです。今年、野々市市には 14 カ国・21
人の留学生が訪れ、12 世帯にホームステイをしました。
　22 日㈪には、御経塚遺跡の竪穴住居見学や、ふるさ
と歴史館での勾玉作りを体験。留学生らは真剣な表情
で石を磨き、勾玉アクセサリーを完成させ、仲間たち
と記念撮影をして楽しんでいました。

果たしてどっちが勝つのか？！名勝負に観客席から歓声があがっていました。

̍೥ੜ ̎೥ੜ ̏೥ੜ ̐೥ੜ ̑೥ੜ ̒೥ੜ
女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子

優�

勝
੉೾ɹ࠼Ն
ʢؗ໺ʣ

લࡔɹ࿱྄
ʢ෋ཅʣ

Ճໜ໺ɹ༏ѥ
ʢޚԂʣ

খ஛ɹצଠ࿠
ʢ෋ཅʣ

๺ଜɹཧࡊ
ʢޚԂʣ

ਐଜɹދଠ࿠
ʢ෋ཅʣ

ҏ౻ɹࡊʑࢠ
ʢޚԂʣ

দຊɹါޛ
ʢޚԂʣ

ଜɹྋ߳ࠓ
ʢ໺ʑࢢʣ

େ৔ɹ३࢙
ʢ෋ཅʣ

ಓҪɹါཬ
ʢ෋ཅʣ

੢ɹ߁৳
ʢੁݪʣ

第
２
位

ᮜɹ݁ࡊ
ʢޚԂʣ

๺ଜɹ୓ݾ
ʢؗ໺ʣ

দຊɹ༏ر
ʢޚԂʣ

ೆɹ྇ี
ʢޚԂʣ

๺ຊɹचݾ
ʢ෋ཅʣ

খ্๷ɹొੜ
ʢ෋ཅʣ

੢ɹ݁ึ
ʢੁݪʣ

ञඌɹେஐ
ʢ෋ཅʣ

֟পɹ༝Ղས
ʢؗ໺ʣ

ྛɹါޗ
ʢ෋ཅʣ

٢ాɹຑच
ʢޚԂʣ

௕୩઒ɹ৽
ʢ෋ཅʣ

第
３
位

Ѩ෦ɹເւ
ʢޚԂʣ

جɹުݟߐ
ʢؗ໺ʣ

େੴڮɹ೫Ӌ
ʢޚԂʣ

௕ాɹӳਓ
ʢ໺ʑࢢʣ

Տଜɹ༏ժ
ʢ෋ཅʣ

౦ɹઔେ
ɹʢ෋ཅʣ

౻ాɹ࠼Ֆ
ʢ෋ཅʣ

Լɹືేࢁ
ʢ෋ཅʣ

ဠాɹ໌༏
ʢ෋ཅʣ

ฏग़ɹ༎ଠ
ʢޚԂʣ

઒্ɹމ༿
ʢޚԂʣ

౻Ҫɹ࿨थ
ʢ෋ཅʣ

敢
闘
賞

ౡɹඦՖ
ʢؗ໺ʣ

ඌ૔ɹྒྷଠ
ʢ໺ʑࢢʣ

ఆӹɹ࣮ۢ
ʢޚԂʣ

தౡɹ݁౎
ʢޚԂʣ

த੢ɹࡊ߳ބ
ʢ෋ཅʣ

Ԙాɹ࣮޼
ʢؗ໺ʣ

౻֞ɹ༏Ղ
ʢ෋ཅʣ

٢ాɹឺਓ
ʢ෋ཅʣ

૬઒ɹࣣ༿
ʢ෋ཅʣ

٢ాɹང࠸
ʢ෋ཅʣ

தߐɹࢠ޾
ʢޚԂʣ

ౢɹ༏੒
ʢ෋ཅʣ

େձ݁Ռɹ˞ܟশུ、ʢɹʣ಺͸খֶ໊ߍ

歴史を学びながら異文化交流！

ঁੑͷࢹ఺͔Β๷ࡂΛ͑ߟΔ
๷ߨࡂԋˍϫーΫγϣοϓֶशձ
　９月１日㈭、市と生活協同組合コープいしかわが共
催する防災講演会＆ワークショップ学習会が開催され、
約 70 人が参加しました。講師は、東日本大震災などで
ボランティアを経験された宗方恵美子氏（ＮＰＯイコー
ルネット仙台 代表理事）。授乳ができない、雑魚寝でセ
クハラや暴力が生じるなど、避難生活で実際にあった
女性ならではの問題が語られました。講義後にはグルー
プワーク形式で、参加者同士が防災について不安に思
うことや、地域でできる対策を話し合いました。

৽͍͠ਤॻؗʹظ଴๲ΒΉ
ϫーΫγϣοϓͰֶͿ�৽ਤॻؗͰඳ͘ࢲͷເ
　文化会館フォルテで９月 10 日㈯、来年秋に開設予定
の新市立図書館を、市民が上手に活用していくための
講座が行われました。参加者の市民 32 人はグループに
分かれ、新図書館でどんなことをしたいか、またそこ
で学ぶことで自分がどう変わりたいかを意見交換。「い
ろいろな人を対象に、自由におはなし会をしたい」「民
話や歴史を語れるようになりたいから、指導を受けた
い」など、熱意あふれる言葉が多く聞かれ、新図書館
での生涯学習に期待が寄せられました。

ܞ஍ҬΛҭΉ࿈͑ࢧ૑ग़Λۀࣄ
J�#*3%��� प೥ه೦ʮྫࣄ঺հセϛφーʯ
　９月 14 日㈬、いしかわ大学連携インキュベータ

（i-BIRD）の 10 周年記念セミナーが開催されました。
i-BIRD は平成 18 年に県や野々市町（当時）の要請に
より誕生。ライフケア、医療、環境、食品などに関す
る分野の研究成果を事業化する目的で、産学官が一体
となって起業や開発を支援し、優れた新事業の創出を
目指しています。今回のセミナーでは、中村酒造㈱の
中村氏が自社の酒造りをテーマに事例を紹介。「ichi 椿
は産学官連携の賜物です」と振り返りました。

休憩時間には、施設の模型を使ってさまざまな機能が紹介されました。

避難所運営では、女性もリーダーシップを発揮すべきだと実感。

૑ཱ��प೥ه��೦ࣜయ΍ߨԋձΛ։࠵
ʠͷͷ͍ͪͬࢠΛҭͯΔʡ市ຽձٞ
　９月 17 日㈯、“ののいちっ子を育てる”市民会議が
創立 30 周年を迎えたことを記念し、記念式典・祝賀
会が開催されました。同団体は青少年の健全育成に力
を注ぎ、愛と和のひと声運動や標語ポスター作りなど
の活動を行っています。式典に先立ち、文化会館フォ
ルテにて記念講演会が行われ、元布水中学校長の中島 
満氏が「4WD 教育で天下第一」と題し講演。「家庭・
学校・行政・地域が四輪として、それぞれの役割を果
たさなければならない」と語りました。 青少年健全育成に尽力した５人に、感謝状が贈られました。

ツバキ酵母を使った「ichi椿」は、市の特産物となっています。
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ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

パソコン、スマートフォンのアプリでも聴けます！
FM-N1ホームページからクリック！
▶http://fmn1.jp/

いち
市内で活躍する人を紹介します。

編
集
後
記

　

「
飛
行
機
や
も
の
づ
く
り

が
好
き
な
ん
で
す
」
と
話
す

の
は
、
佐
々
木
拳
さ
ん
。
金

沢
工
業
大
学
工
学
部
航
空
シ

ス
テ
ム
工
学
科
２
年
に
在
籍

す
る
傍
ら
、
夢
考
房
小
型
無

人
飛
行
機
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
。
今

年
８
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た
「
第
12
回
全
日
本
学
生
室

内
飛
行
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
自
動
操
縦
部
門
で
見
事

初
優
勝
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

夢
を
か
た
ち
に

　

高
校
の
こ
ろ
に
何
気
な
く

訪
れ
た
空
港
で
、
圧
倒
的
な

飛
行
機
の
姿
に
魅
力
を
感

じ
、
飛
行
機
に
つ
い
て
学
び

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
普
段
か
ら
授
業
で
航

空
力
学
な
ど
を
学
ん
で
い
ま

す
が
、
夢
考
房
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん

だ
内
容
を
学
び
、
学
生
主
体

で
そ
れ
を
か
た
ち
に
し
て
い

く
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

空
も
飛
べ
る
は
ず

　

自
分
た
ち
が
組
ん
だ
制
御

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
際
の
飛
行

機
が
思
い
通
り
に
飛
ん
で
く

れ
な
い
こ
と
に
と
て
も
苦
労

し
ま
し
た
。
組
ん
で
飛
ば
し

て
を
繰
り
返
す
試
行
錯
誤
の

毎
日
で
し
た
。
低
速
飛
行
の

実
現
を
目
指
し
、
約
３
カ
月

か
け
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
調
整

を
行
い
ま
し
た
。

悔
し
さ
を
糧
に

　

優
勝
で
き
た
こ
と
は
嬉
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
目

標
に
し
て
い
た
全
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ク
リ
ア
が
達
成
で
き
ず
に

悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

来
年
は
早
め
に
準
備
を
進

め
、
必
ず
目
標
達
成
を
成
し

遂
げ
た
い
で
す
。

今月の
表紙

（問題は ��ページ）

ʲୈ �໰ʳ̗ɹ͓ॅ·͍ͷ地域ʹ͋Δセンター
センターの担当地区は本町地区、富奥地区、郷・押野地区の３
つに分かれています。相談したい時は、お住まいの地域を担当
するセンターへ連絡してください。
ʲୈ �໰ʳ̘ɹ౻ฏా
無事収穫されたお米は、10 月下旬に千田さんから天皇、皇后
両陛下へと献上される予定です。
ʲୈ �໰ʳ̖ɹসإ
自慢の笑顔が写った１枚を、ぜひ市広報へ！皆さんの素敵な写
真を集めて、華やかに市制５周年をお祝いしましょう。

49

大空へ羽ばたく情熱
飛行ロボコン初優勝！！

野々市検定回答

ϓϩϑΟーϧ
໊લɹ͖͞͞ɹ͚Μ
஀ੜ೔ɹ݄̑ ��೔
ग़਎地ɹ๺ւಓ
野々市ʹॅΜͰ໿̍೥൒
झຯɹ�өըؑ৆

佐々木  拳さん
（扇が丘）

　今月の広報を見て「あれ？なんだ
か見覚えがある！」と思った人もい
るかもしれません。今月は、平成
28 年度 新嘗祭 献穀田御抜穂式の写
真です。じつは今年の７月号で御田
植式の写真を表紙にしていたので、
なんとなくそれを覚えていた人はぴ
んときたのではないでしょうか。７
月号と今月号を見比べると、この３
カ月で稲穂が見事に実ったことが分
かり、季節の移ろいが感じられます。

●
来
月
11
日
、
野
々
市
は
町
か
ら
市
に
な
っ
て
５
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
こ
の
５
年
は

ど
う
で
し
た
か
？
野
々
市
に
い
て
、
ど
ん
な
こ
と
が
変
わ
っ

た
と
感
じ
る
で
し
ょ
う
か
。
私
は
５
年
前
何
を
し
て
い
た
か

な
ぁ
と
思
い
返
し
て
み
る
と
、
な
ん
と
ま
だ
大
学
生
。
学
生

生
活
な
ん
て
忘
れ
か
け
て
い
た
の
で
、
時
が
経
つ
の
は
早
い

も
の
だ
な
と
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
５

周
年
記
念
の
来
月
号
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
集
め
た
笑
顔
の
写

真
を
組
み
合
わ
せ
て
表
紙
を
作
り
ま
す
。
10
月
13
日
㈭
ま
で

募
集
中
な
の
で
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
ね
！ （
Ｃ
・
Ｎ
）

●
黄
金
色
の
稲
穂
や
青
い
空
に
浮
か
ぶ
う
ろ
こ
雲
な
ど
、
ま

ち
の
景
色
は
す
っ
か
り
秋
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。
広
報
担
当

と
な
り
、
早
半
年
。
１
カ
月
か
け
て
作
成
す
る
広
報
紙
で
す

が
、
毎
月
、
大
切
に
し
て
き
た
我
が
子
を
送
り
出
す
よ
う
な

気
持
ち
で
配
布
日
の
朝
を
迎
え
ま
す
。
自
分
の
書
い
た
記
事

や
撮
影
し
た
写
真
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く
こ
と

は
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
慣
れ
な
い
毎
日
で
す
が
、
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歳
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み
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˙�݄຤ࡏݱのਓޱʢɹʣ͸લ݄ൺ
人　口 51,742 人 （＋ 43）
　男 26,227 人 （＋ 13）
　女 25,515 人 （＋ 30）
世帯数 22,831 世帯 （＋ 13）

˙ �݄தのਓのಈ͖
　転　入 261 人
　転　出 249 人
　出　生 55 人
　死　亡 24 人
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歩
く
の
だ
い
す
き

H27.10.13 生まれ

高
たかはし

橋　碧
あ お

央 くん
（稲荷２丁目）

父：祥太さん　母：茉那さん

 募集中！
　発行月に１歳になる市内に住む子どもの写真を募集していま
す。子どもの写真（データ推奨）に❶子どもの氏名・ふりがな 
❷生年月日 ❸性別 ❹住所 ❺両親の氏名・ふりがな ❻日中に
連絡が取れる電話番号 ❼一言コメント（子どもが話す立場で
15 文字以内）を添えてメール、郵送または持参で応募してく
ださい。（メールに写真データを添付しての応募を推奨します。
その場合はタイトルを「ののいちっ子応募」としてください。
現像写真を郵送または持参する場合、写真は返却しません）

★抽選結果などについて、発行前の事前連絡はありません。
★�申し込みにあたり、PDF 版のホームページやｉ広報紙への
掲載に同意したものとします。
★�メールでの申し込みの場合、メールのデータサイズを３MB
未満にしてください。携帯電話からの応募の場合、写真のサ
イズを最大にしてください。コメントは絵文字を使わずに、
（ハート）、（星）、（音符）、（笑顔）というように代替表記し
てください。
� 　〒 921－ 8510　石川県野々市市三納 1丁目 1番地
� 野々市市役所　企画振興部　秘書広報課　☎ 227 － 6056
 mail: hisho@city.nonoichi.lg.jp

10月生まれ

元
気
い
っ
ぱ
い
大
き

く
な
っ
て
ね
♡

H27.10.29 生まれ

松
まつおか

岡　慧
け い ご

悟 くん
（郷町）

父：憲秀さん　母：祐紀子さん

ご
は
ん
食
べ
る
の

だ
ー
い
好
き
♡

H27.10.28 生まれ

田
た な か

中　つぐみ ちゃん
（二日市町）

父：健嗣さん　母：教子さん

パ
パ
と
遊
ぶ
の
が

だ
ぁ
い
す
き
～
♡

H27.10.15 生まれ

村
むらやま

山　莉
り あ

愛 ちゃん
（稲荷４丁目）

父：一也さん　母：未来さん

食
い
し
ん
坊
だ
よ
♡

H27.10.27 生まれ

野
の は ら

原　蒼
あ お い

生 くん
（白山町）

父：直人さん　母：美緒さん

体
ゆ
ら
ゆ
ら
踊
る
の

大
好
き
♡

H27.10.30 生まれ

俵
たわら

　蓮
れ ん と

斗 くん
（郷町）

父：雅彦さん　母：真里奈さん

元
気
い
っ
ぱ
い
！
動

く
の
大
好
き
！

H27.10.30 生まれ

二
ふ た ぎ

木　陸
り く と

斗 くん
（徳用町）

父：雅史さん　母：智子さん

物
を
落
と
し
て
遊
ぶ

の
が
大
好
き
！！

H27.10.13 生まれ

宮
みやまえ

前　快
か い り

理 くん
（押野１丁目）

父：諒平さん　母：望帆さん

毎
日
に
こ
に
こ
元
気

い
っ
ぱ
い
♡

H27.10.12 生まれ

鹿
か の

野　結
ゆ い な

愛 ちゃん
（粟田１丁目）

父：慎司さん　母：貴子さん

あ
い
ち
ゃ
ん
の
笑
顔

が
大
好
き
よ
ッ
♡

H27.10.7 生まれ

湯
ゆ も と

元　あいり ちゃん
（新庄３丁目）

父：貴博さん　母：ちえみさん

梨
乃
お
姉
ち
ゃ
ん
が

大
好
き
♡

H27.10.29 生まれ

山
やまがた

縣　徠
く る は

包 ちゃん
（野代３丁目）

父：昌史さん　母：梨香さん

次号は11月生まれです。
募集期間　10月13日（木）まで（応募多数は抽選）




